
2010.3.21(日) くもり時々小雪 御池岳 ＳＨ例会 
ゴロ谷を進む 
 
840 御池橋① 914 第三尾根取付② 1020
地点③急坂 1136 地点④ﾃｰ ﾌ ﾞ ﾙ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞ 

1155-1242 地点⑤・昼食 1333 ヒルコバ 

1408 伊勢尾⑦ 1526 御池橋 
 
 
 
 

 
第三尾根取付 ②              まずはシャクナゲ群落 

 
自然林の尾根を進む             地点③からほとんど洗濯板を直登 
雪が少なく、福寿草がそろそろ見ごろということで、当初の計画が変更となり、「ヒルコバ

からお花の池」周辺に行くことになった。初めてのコースゆえ、どんなコースかなと大い

に興味を持つ。



 
雪の残る丸池                小雪降るﾃｰﾌﾞﾙﾗﾝﾄﾞを進む 

 
風雪を避け窪地で昼食⑤           夕日のテラスから西ﾎﾞﾀﾝﾌﾞﾁに 

 
お花の池                  ﾃｰﾌﾞﾙﾗﾝﾄﾞの北斜面には残雪 
ゴロ谷から第三尾根に取り付く。大きなシャクナゲの木が目立つ。このあたりの尾根はい

ろんな春の花があったようだが、なくなったり、少なくなっているとのこと。地点③から

は落石も多い急峻な坂となる。景色のいい天狗の鼻の下あたりゆえ、当然である。



 
トラバースしてヒルコバに向かう       ヒルコバは広い 

ヒルコバ ⑥ 
 
 
落石におびえながら（落とすことがこわい）

テ－ブルランドに到着。小雪の降るなか、丸

池を経て昼食場所⑤につく。昼食の最中に晴

れ間もあったが、再び小雪。夕日のテラスや

西ボタンブチで鈴鹿の南方面を望む。東より、

静ヶ岳、竜ヶ岳、釈迦、御在所、雨乞、綿向

など。 
福寿草はテーブルランドへの登りのあたりからヒルコバまでのところどころで群落をみる

ことができたが、きのうと今日の天気を反映してか、蕾も元気がない。やはり、花は晴れ

ていないとだめだ。お花の池からヒルコバのトラバースはぬかるんだ状態ゆえ、歩きにく

い。ヒルコバからはしばらくは谷を下り、標高 950ｍあたりから伊勢尾の尾根に向け、ぬか

るんだ斜面をトラバース。尾根にはいると北からの強風だ。Ｐ894 からは風も入らなくなり

快適なくだり。幾分、膝に違和感を覚えながら、御池橋に着く。 
御池の初めてのコース、景色や花はいまひとつでしたが、大いに満足しました。 
 
 
 
 
 



 

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地

図画像）及び数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用したものである。 
（承認番号 平１７総使、第２９０号） 
トップページ（おじさんの山旅４）に戻る 
 

http://mametil2.manjushage.com/
http://mametil2.manjushage.com/

